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項
目
の
一
つ
と
し
て
強
調
し
て
い
る
の

が
、「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ヘ
ル
ス
・
カ
バ

レ
ッ
ジ
（
Ｕ
Ｈ
Ｃ
）」
の
実
現
だ
。
全
て

の
人
が
必
要
な
時
に
、
支
払
い
可
能
な

費
用
で
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
―
。
国
民
皆
保

険
制
度
を
達
成
し
た
日
本
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
協
力
を
推
進
し
て
い
る
。

　
ま
た「
防
災
」の
対
策
強
化
も
重
要
だ
。

一
瞬
の
う
ち
に
、
生
活
の
全
て
を
奪
っ

て
し
ま
う
自
然
災
害
。
イ
ン
フ
ラ
な
ど

が
整
っ
て
い
な
い
途
上
国
で
は
、
そ
の

被
害
は
さ
ら
に
拡
大
し
て
し
ま
う
。
こ

れ
ま
で
大
規
模
な
地
震
や
台
風
な
ど
を

経
験
し
、
数
多
く
の
苦
し
み
と
困
難
に

直
面
し
て
き
た
日
本
。
そ
の
知
見
を
途

上
国
と
共
有
す
る
こ
と
は
、
災
害
多
発

国
と
し
て
の
責
務
で
あ
り
、
国
際
社
会

か
ら
も
期
待
さ
れ
て
い
る
分
野
だ
。

　
そ
し
て
著
し
い
経
済
成
長
に
伴
い
、

加
速
化
す
る
都
市
化
へ
の
対
応
策
が「
持

続
可
能
な
都
市
開
発
」
だ
。
途
上
国
の

都
市
で
は
、
慢
性
的
な
渋
滞
や
排
気
ガ

ス
に
よ
る
大
気
汚
染
、
電
気
や
水
道
な

ど
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
未
整
備
が
、
住
民

の
生
活
に
弊
害
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
成

長
と
開
発
を
両
立
し
、
よ
り
良
い
社
会

を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
日
本
を
は

じ
め
と
し
た
先
進
国
の
経
験
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
だ
。
そ
の
他
に
も
、
女
性

の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
の
推
進
、
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応

な
ど
、
日
本
の
経
験
を
生
か
し
て
取
り

組
む
べ
き
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。

　「
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
ポ
ス
ト
２
０
１
５
開
発

ポ
ス
ト
Ｍ
Ｄ
Ｇｓ
で

日
本
が
果
た
す
べ
き
役
割

　
全
て
の
人
が
安
全
で
豊
か
な
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
―
。

　
今
か
ら
14
年
前
、
国
際
社
会
が
そ
ん

な
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
８
つ
の

目
標
を
定
め
た
。「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目

標
（M

illennium
 D
evelopm

ent 
G
oals

：Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」。文
字
通
り
、２
０

０
０
年
と
い
う
ミ
レ
ニ
ア
ム
の
年
に
設

定
さ
れ
た
世
界
共
通
の
目
標
だ
。

　
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
取
り
、

学
校
に
行
っ
て
勉
強
を
す
る
。
蛇
口
を

ひ
ね
れ
ば
い
つ
で
も
水
が
出
て
、
病
気

に
な
れ
ば
近
所
の
病
院
で
お
医
者
さ
ん

が
診
て
く
れ
る
。
そ
ん
な
私
た
ち
に
と

っ
て
の
〝
当
た
り
前
〞
が
、
開
発
途
上
国

で
は
そ
う
で
は
な
い
。
世
界
で
は
今
、

50
億
人
以
上
が
貧
困
に
苦
し
ん
で
い
る

と
い
う
現
実
が
あ
る
。

　
こ
の
状
況
を
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
―
。
日
本
を
は
じ
め
各
国
の

援
助
機
関
や
国
際
機
関
は
、
長
年
に
わ

た
り
さ
ま
ざ
ま
な
協
力
を
行
っ
て
き
た
。

し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
、
何
か
、
足
り

な
い
。
そ
ん
な
声
が
上
が
り
始
め
た
の

が
１
９
９
０
年
代
だ
っ
た
。

　
そ
の
解
決
策
と
し
て
、
国
際
社
会
が

２
０
０
０
年
に
打
ち
出
し
た
の
が
Ｍ
Ｄ

Ｇ
ｓ
だ
。

　
世
界
の
現
状
、
立
ち
向
か
う
課
題
を

み
ん
な
で
共
有
し
、
状
況
改
善
の
た
め

に
達
成
す
べ
き
目
標
を
数
値
化
す
る
―
。

こ
こ
ま
で
大
規
模
な
開
発
目
標
の
設
定

国
際
社
会
に
与
え
ら
れ
た

8
つ
の
宿
題

栄養失調とはしかで入院する母子。抵抗力
が落ちている時は感染症にもかかりやすい。
蚊帳はマラリアを予防する必須アイテムだ
（撮影：渋谷敦志）

ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
確
実
に
達
成
し
て
い
く

た
め
に
は
、
国
際
機
関
、
援
助
機
関
の

連
携
を
深
め
る
こ
と
が
必
須
で
す
。
そ

の
中
で
も
、
日
本
の
き
め
細
や
か
な
援

助
に
対
す
る
評
価
は
高
い
。
現
場
で
の

地
道
な
人
づ
く
り
が
、
確
実
に
成
果
を

生
ん
で
い
る
か
ら
で
す
」
と
近
藤
代
表
。

さ
ら
に
、
世
界
が
抱
え
る
課
題
が
多
様

化
し
て
い
る
今
、
民
間
企
業
や
地
方
自

治
体
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
の
協
力
も
不
可
欠
。

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、
目
標
達

成
も
そ
う
遠
く
は
な
い
は
ず
だ
。

　
10
年
前
も
今
も
、
私
た
ち
が
目
指
す

も
の
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
全
て
の
人

が
平
等
に
幸
せ
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き

る
社
会
―
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
す
べ

き
こ
と
は
、
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
。
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2000年に誕生した「ミレニアム開発目標（MDGs）」。
国際社会が貧困撲滅を掲げて定めたこの目標は、

果たしてどこまで達成されたのか。
そして、私たちが新たに立ち向かうべき課題とは。

編集協力：近藤哲生 国連開発計画（UNDP）駐日代表
参考：「国連ミレニアム開発目標報告 2013」他

みんなで幸せ な社会をつくろう
○c Takeshi Kuno

極度の貧困（1日1.25ドル未満の生活）にある人々は20億人以上（1990
年）から14億人（2008年）に減少。
サハラ以南アフリカでは47％（2008年）が貧困状態。

極度の貧困と飢餓の撲滅
GOAL1

★2005年までに可能な限
り、初等・中等教育で男女
格差を解消し、2015年ま
でに全ての教育レベルで
男女格差を解消する。

★2015年までに1日1ドル未
満で生活する人口の割合
を半減させる。
★女性、若者を含む全ての
人々の、完全かつ生産的
な雇用、適切な仕事の提
供を達成する。
★2015年までに飢餓に苦しむ人口の割合を半減させる。

ジェンダー平等の推進と
女性の地位向上

GOAL3

普遍的な初等教育の達成
GOAL2

乳幼児死亡率の削減
GOAL4

妊産婦の健康状態の改善
GOAL5

HIV/エイズ、マラリア、
        その他の疾病のまん延防止

GOAL6

環境の持続可能性を確保
GOAL7

開発のためのグローバルな
           パートナーシップの推進

GOAL8

改善

課題

初等教育レベルにおけるジェンダーの平等は大きく進展。
教育レベルが高くなるほど、男女間の不平等は改善されていない。

改善
課題

初等教育の就学率は83%（2000年）から90%（2011年）に大幅に改善。
早期退学率、非就学児童の減少ペースの停滞、サハラ以南アフリカの人口
増加に起因する就学需要の増加など。

改善

課題

★2015年までに5歳未満児
の死亡率を3分の1にまで
引き下げる。

5歳未満児の死亡率は1,000人当たり87人（1990年）から51人（2011年）
に減少。
サハラ以南アフリカでは9人に1人（2011年）が5歳を迎える前に死亡。

改善

課題

★2015年までに妊産婦の死
亡率を4分の1に引き下げ
る。
★2015年までにリプロダク
ティブ・ヘルス（性と生殖に
関する健康）の完全普及を
達成する。

出生児10万人当たりの妊産婦の死亡者数は400人（1990年）から210人
（2010年）に減少。
依然として約4,600万人の子ども（2011年）が医療従事者のケアが十分に
ない状態で生まれている。

★持続可能な開発の原則を
国家政策やプログラムに
反映させ、環境資源の損
失を阻止し、回復を図る。
★2010年までに生物多様性
の損失を確実に減少させ、
その後も継続的に減少さ
せる。
★2015年までに安全な飲料水と衛生設備を継続的に利用できない
人々の割合を半減させる。
★2020年までに少なくとも1億人のスラム居住者の生活を大きく改
善する。

★2015年までにHIV／エイズ
のまん延を阻止し、その後
減少させる。
★2010年までに必要とする
全ての人がHIV／エイズの治
療を受けられるようにする。
★2015年までにマラリアやそ
の他の主要な疾病の発生を阻止し、その後発生率を下げる。

★開放的でルールに基づく、
予測可能で差別のない貿
易・金融システムを構築す
る。
★後発開発途上国の特別な
ニーズに取り組む。
★内陸国および小島しょ開
発途上国の特別なニーズに取り組む。
★国内および国際的な措置を通じて途上国の債務問題に包括的に
取り組み、債務を長期的に持続可能なものとする。
★製薬会社と協力して、途上国で人々が安価で必要不可欠な医薬品
を入手できるようにする。
★民間セクターと協力して、特に情報・通信での新技術による利益が
得られるようにする。

改善

課題

1990年以降、21億人以上が改善された水源にアクセスできるようになり、
期限より5年早く目標達成。
7億6,800万人は依然として改善された水源にアクセスできない。二酸化炭
素排出量は1990年に比べて46％増加。

改善

課題

HIVの新たな感染者数は2001年から10年間で21％減少。
2011年には推計250万人がHIVに感染し、うち180万人はサハラ以南アフ
リカで暮らす人々。

改善
課題

ODAをGNIの0.7%にするという目標を達成したのはデンマーク、ルクセンブル
クなど5カ国（2012年）。
日本は0.17%（2012年）。市民社会、民間企業を巻き込んだ幅広いパート
ナーシップが必要。

改善

課題

1日1.25ドル未満で生活する人の割合
初等教育機関に入学する男児に対する女児の比率

★2015年までに全ての子ど
もが男女の区別なく、初等
教育の全課程を修了でき
るようにする。

初等・中等教育への就学率

HIV発生率

（男児を1とした時の女児の人数）

 

5歳未満児の死亡数 （1,000人当たり）

妊産婦の死亡数（出生児10万人当たり）

改善された水源を利用する人々の割合

（15歳から49歳の100人当たりの年間新規HIV感染者数の推定値）
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ドナー国の国民総所得（GNI）に占める政府開発援助（ODA）の割合

特 集　ミレニアム開発目標（MDGs）

※MDGsのロゴは「NPO法人ほっとけない 世界のまずしさ」が作成。

対開発途上地域

対後発開発途上国（LDCs）

写真：久野武志（Goal 1、4）、谷本美加（Goal 5、8）

は
、
世
界
初
の
試
み
。
達
成
期
限
は
15

年
後
、
２
０
１
５
年
だ
。

　
そ
し
て
14
年
の
月
日
が
流
れ
た
今
、

そ
の
達
成
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。

　「
国
際
社
会
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

み
を
進
め
た
こ
と
で
、
世
界
全
体
で
は

１
日
１
・
2
5
ド
ル
以
下
で
生
活
す
る

人
は
半
減
し
、
安
全
な
水
へ
の
ア
ク
セ

ス
、
就
学
率
も
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
一
方
で
、
国
や
地
域
間
で
進
捗
の
格

差
が
あ
り
、
達
成
が
危
ぶ
ま
れ
る
目
標

も
あ
り
ま
す
」。
国
連
開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ

Ｄ
Ｐ
）
の
近
藤
哲
生
駐
日
代
表
は
そ
う

話
す
。
途
上
国
の
成
長
の
裏
側
で
は
、

都
市
と
地
方
、
男
女
間
の
格
差
が
拡
大
。

５
歳
未
満
児
や
妊
産
婦
の
死
亡
率
も
ま

だ
高
く
、
ト
イ
レ
な
ど
衛
生
施
設
の
普

及
も
目
標
に
は
届
い
て
い
な
い
。

　
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
期
限
で
あ
る
２
０

１
５
年
を
前
に
、
そ
の
先
を
見
据
え
て

国
際
社
会
は
動
き
始
め
た
。
そ
れ
が「
ポ

ス
ト
２
０
１
５
開
発
ア
ジ
ェ
ン
ダ（
ポ
ス

ト
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
の
設
定
。
目
ま
ぐ
る
し

く
変
化
す
る
社
会
の
中
で
、Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で

達
成
の
難
し
い
項
目
、
新
た
に
考
慮
す

べ
き
課
題
を
洗
い
出
し
、Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
継

ぐ
目
標
の
設
定
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

今
年
の
９
月
ま
で
に
は
、
そ
の
大
枠
を

決
定
す
る
予
定
だ
。

　
日
本
も
そ
の
議
論
に
積
極
的
に
関
わ

っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
盛
り
込
む
べ
き

サハラ以南アフリカ　　　開発途上地域　　　先進地域
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項
目
の
一
つ
と
し
て
強
調
し
て
い
る
の

が
、「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ヘ
ル
ス
・
カ
バ

レ
ッ
ジ
（
Ｕ
Ｈ
Ｃ
）」
の
実
現
だ
。
全
て

の
人
が
必
要
な
時
に
、
支
払
い
可
能
な

費
用
で
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
―
。
国
民
皆
保

険
制
度
を
達
成
し
た
日
本
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
協
力
を
推
進
し
て
い
る
。

　
ま
た「
防
災
」の
対
策
強
化
も
重
要
だ
。

一
瞬
の
う
ち
に
、
生
活
の
全
て
を
奪
っ

て
し
ま
う
自
然
災
害
。
イ
ン
フ
ラ
な
ど

が
整
っ
て
い
な
い
途
上
国
で
は
、
そ
の

被
害
は
さ
ら
に
拡
大
し
て
し
ま
う
。
こ

れ
ま
で
大
規
模
な
地
震
や
台
風
な
ど
を

経
験
し
、
数
多
く
の
苦
し
み
と
困
難
に

直
面
し
て
き
た
日
本
。
そ
の
知
見
を
途

上
国
と
共
有
す
る
こ
と
は
、
災
害
多
発

国
と
し
て
の
責
務
で
あ
り
、
国
際
社
会

か
ら
も
期
待
さ
れ
て
い
る
分
野
だ
。

　
そ
し
て
著
し
い
経
済
成
長
に
伴
い
、

加
速
化
す
る
都
市
化
へ
の
対
応
策
が「
持

続
可
能
な
都
市
開
発
」
だ
。
途
上
国
の

都
市
で
は
、
慢
性
的
な
渋
滞
や
排
気
ガ

ス
に
よ
る
大
気
汚
染
、
電
気
や
水
道
な

ど
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
未
整
備
が
、
住
民

の
生
活
に
弊
害
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
成

長
と
開
発
を
両
立
し
、
よ
り
良
い
社
会

を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
日
本
を
は

じ
め
と
し
た
先
進
国
の
経
験
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
だ
。
そ
の
他
に
も
、
女
性

の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
の
推
進
、
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応

な
ど
、
日
本
の
経
験
を
生
か
し
て
取
り

組
む
べ
き
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。

　「
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
ポ
ス
ト
２
０
１
５
開
発

ポ
ス
ト
Ｍ
Ｄ
Ｇｓ
で

日
本
が
果
た
す
べ
き
役
割

　
全
て
の
人
が
安
全
で
豊
か
な
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
―
。

　
今
か
ら
14
年
前
、
国
際
社
会
が
そ
ん

な
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
８
つ
の

目
標
を
定
め
た
。「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目

標
（M

illennium
 D
evelopm

ent 
G
oals

：Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」。文
字
通
り
、２
０

０
０
年
と
い
う
ミ
レ
ニ
ア
ム
の
年
に
設

定
さ
れ
た
世
界
共
通
の
目
標
だ
。

　
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
取
り
、

学
校
に
行
っ
て
勉
強
を
す
る
。
蛇
口
を

ひ
ね
れ
ば
い
つ
で
も
水
が
出
て
、
病
気

に
な
れ
ば
近
所
の
病
院
で
お
医
者
さ
ん

が
診
て
く
れ
る
。
そ
ん
な
私
た
ち
に
と

っ
て
の
〝
当
た
り
前
〞
が
、
開
発
途
上
国

で
は
そ
う
で
は
な
い
。
世
界
で
は
今
、

50
億
人
以
上
が
貧
困
に
苦
し
ん
で
い
る

と
い
う
現
実
が
あ
る
。

　
こ
の
状
況
を
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
―
。
日
本
を
は
じ
め
各
国
の

援
助
機
関
や
国
際
機
関
は
、
長
年
に
わ

た
り
さ
ま
ざ
ま
な
協
力
を
行
っ
て
き
た
。

し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
、
何
か
、
足
り

な
い
。
そ
ん
な
声
が
上
が
り
始
め
た
の

が
１
９
９
０
年
代
だ
っ
た
。

　
そ
の
解
決
策
と
し
て
、
国
際
社
会
が

２
０
０
０
年
に
打
ち
出
し
た
の
が
Ｍ
Ｄ

Ｇ
ｓ
だ
。

　
世
界
の
現
状
、
立
ち
向
か
う
課
題
を

み
ん
な
で
共
有
し
、
状
況
改
善
の
た
め

に
達
成
す
べ
き
目
標
を
数
値
化
す
る
―
。

こ
こ
ま
で
大
規
模
な
開
発
目
標
の
設
定

国
際
社
会
に
与
え
ら
れ
た

8
つ
の
宿
題

栄養失調とはしかで入院する母子。抵抗力
が落ちている時は感染症にもかかりやすい。
蚊帳はマラリアを予防する必須アイテムだ
（撮影：渋谷敦志）

ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
確
実
に
達
成
し
て
い
く

た
め
に
は
、
国
際
機
関
、
援
助
機
関
の

連
携
を
深
め
る
こ
と
が
必
須
で
す
。
そ

の
中
で
も
、
日
本
の
き
め
細
や
か
な
援

助
に
対
す
る
評
価
は
高
い
。
現
場
で
の

地
道
な
人
づ
く
り
が
、
確
実
に
成
果
を

生
ん
で
い
る
か
ら
で
す
」
と
近
藤
代
表
。

さ
ら
に
、
世
界
が
抱
え
る
課
題
が
多
様

化
し
て
い
る
今
、
民
間
企
業
や
地
方
自

治
体
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
の
協
力
も
不
可
欠
。

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、
目
標
達

成
も
そ
う
遠
く
は
な
い
は
ず
だ
。

　
10
年
前
も
今
も
、
私
た
ち
が
目
指
す

も
の
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
全
て
の
人

が
平
等
に
幸
せ
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き

る
社
会
―
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
す
べ

き
こ
と
は
、
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
。
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2000年に誕生した「ミレニアム開発目標（MDGs）」。
国際社会が貧困撲滅を掲げて定めたこの目標は、

果たしてどこまで達成されたのか。
そして、私たちが新たに立ち向かうべき課題とは。

編集協力：近藤哲生 国連開発計画（UNDP）駐日代表
参考：「国連ミレニアム開発目標報告 2013」他

みんなで幸せ な社会をつくろう
○c Takeshi Kuno

極度の貧困（1日1.25ドル未満の生活）にある人々は20億人以上（1990
年）から14億人（2008年）に減少。
サハラ以南アフリカでは47％（2008年）が貧困状態。

極度の貧困と飢餓の撲滅
GOAL1

★2005年までに可能な限
り、初等・中等教育で男女
格差を解消し、2015年ま
でに全ての教育レベルで
男女格差を解消する。

★2015年までに1日1ドル未
満で生活する人口の割合
を半減させる。
★女性、若者を含む全ての
人々の、完全かつ生産的
な雇用、適切な仕事の提
供を達成する。
★2015年までに飢餓に苦しむ人口の割合を半減させる。

ジェンダー平等の推進と
女性の地位向上

GOAL3

普遍的な初等教育の達成
GOAL2

乳幼児死亡率の削減
GOAL4

妊産婦の健康状態の改善
GOAL5

HIV/エイズ、マラリア、
        その他の疾病のまん延防止

GOAL6

環境の持続可能性を確保
GOAL7

開発のためのグローバルな
           パートナーシップの推進

GOAL8

改善

課題

初等教育レベルにおけるジェンダーの平等は大きく進展。
教育レベルが高くなるほど、男女間の不平等は改善されていない。

改善
課題

初等教育の就学率は83%（2000年）から90%（2011年）に大幅に改善。
早期退学率、非就学児童の減少ペースの停滞、サハラ以南アフリカの人口
増加に起因する就学需要の増加など。

改善

課題

★2015年までに5歳未満児
の死亡率を3分の1にまで
引き下げる。

5歳未満児の死亡率は1,000人当たり87人（1990年）から51人（2011年）
に減少。
サハラ以南アフリカでは9人に1人（2011年）が5歳を迎える前に死亡。

改善

課題

★2015年までに妊産婦の死
亡率を4分の1に引き下げ
る。
★2015年までにリプロダク
ティブ・ヘルス（性と生殖に
関する健康）の完全普及を
達成する。

出生児10万人当たりの妊産婦の死亡者数は400人（1990年）から210人
（2010年）に減少。
依然として約4,600万人の子ども（2011年）が医療従事者のケアが十分に
ない状態で生まれている。

★持続可能な開発の原則を
国家政策やプログラムに
反映させ、環境資源の損
失を阻止し、回復を図る。
★2010年までに生物多様性
の損失を確実に減少させ、
その後も継続的に減少さ
せる。
★2015年までに安全な飲料水と衛生設備を継続的に利用できない
人々の割合を半減させる。
★2020年までに少なくとも1億人のスラム居住者の生活を大きく改
善する。

★2015年までにHIV／エイズ
のまん延を阻止し、その後
減少させる。
★2010年までに必要とする
全ての人がHIV／エイズの治
療を受けられるようにする。
★2015年までにマラリアやそ
の他の主要な疾病の発生を阻止し、その後発生率を下げる。

★開放的でルールに基づく、
予測可能で差別のない貿
易・金融システムを構築す
る。
★後発開発途上国の特別な
ニーズに取り組む。
★内陸国および小島しょ開
発途上国の特別なニーズに取り組む。
★国内および国際的な措置を通じて途上国の債務問題に包括的に
取り組み、債務を長期的に持続可能なものとする。
★製薬会社と協力して、途上国で人々が安価で必要不可欠な医薬品
を入手できるようにする。
★民間セクターと協力して、特に情報・通信での新技術による利益が
得られるようにする。

改善

課題

1990年以降、21億人以上が改善された水源にアクセスできるようになり、
期限より5年早く目標達成。
7億6,800万人は依然として改善された水源にアクセスできない。二酸化炭
素排出量は1990年に比べて46％増加。

改善

課題

HIVの新たな感染者数は2001年から10年間で21％減少。
2011年には推計250万人がHIVに感染し、うち180万人はサハラ以南アフ
リカで暮らす人々。

改善
課題

ODAをGNIの0.7%にするという目標を達成したのはデンマーク、ルクセンブル
クなど5カ国（2012年）。
日本は0.17%（2012年）。市民社会、民間企業を巻き込んだ幅広いパート
ナーシップが必要。

改善

課題

1日1.25ドル未満で生活する人の割合
初等教育機関に入学する男児に対する女児の比率

★2015年までに全ての子ど
もが男女の区別なく、初等
教育の全課程を修了でき
るようにする。

初等・中等教育への就学率

HIV発生率

（男児を1とした時の女児の人数）

 

5歳未満児の死亡数 （1,000人当たり）

妊産婦の死亡数（出生児10万人当たり）

改善された水源を利用する人々の割合

（15歳から49歳の100人当たりの年間新規HIV感染者数の推定値）
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ドナー国の国民総所得（GNI）に占める政府開発援助（ODA）の割合

特 集　ミレニアム開発目標（MDGs）

※MDGsのロゴは「NPO法人ほっとけない 世界のまずしさ」が作成。

対開発途上地域

対後発開発途上国（LDCs）

写真：久野武志（Goal 1、4）、谷本美加（Goal 5、8）

は
、
世
界
初
の
試
み
。
達
成
期
限
は
15

年
後
、
２
０
１
５
年
だ
。

　
そ
し
て
14
年
の
月
日
が
流
れ
た
今
、

そ
の
達
成
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。

　「
国
際
社
会
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

み
を
進
め
た
こ
と
で
、
世
界
全
体
で
は

１
日
１
・
2
5
ド
ル
以
下
で
生
活
す
る

人
は
半
減
し
、
安
全
な
水
へ
の
ア
ク
セ

ス
、
就
学
率
も
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
一
方
で
、
国
や
地
域
間
で
進
捗
の
格

差
が
あ
り
、
達
成
が
危
ぶ
ま
れ
る
目
標

も
あ
り
ま
す
」。
国
連
開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ

Ｄ
Ｐ
）
の
近
藤
哲
生
駐
日
代
表
は
そ
う

話
す
。
途
上
国
の
成
長
の
裏
側
で
は
、

都
市
と
地
方
、
男
女
間
の
格
差
が
拡
大
。

５
歳
未
満
児
や
妊
産
婦
の
死
亡
率
も
ま

だ
高
く
、
ト
イ
レ
な
ど
衛
生
施
設
の
普

及
も
目
標
に
は
届
い
て
い
な
い
。

　
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
期
限
で
あ
る
２
０

１
５
年
を
前
に
、
そ
の
先
を
見
据
え
て

国
際
社
会
は
動
き
始
め
た
。
そ
れ
が「
ポ

ス
ト
２
０
１
５
開
発
ア
ジ
ェ
ン
ダ（
ポ
ス

ト
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
の
設
定
。
目
ま
ぐ
る
し

く
変
化
す
る
社
会
の
中
で
、Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で

達
成
の
難
し
い
項
目
、
新
た
に
考
慮
す

べ
き
課
題
を
洗
い
出
し
、Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
継

ぐ
目
標
の
設
定
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

今
年
の
９
月
ま
で
に
は
、
そ
の
大
枠
を

決
定
す
る
予
定
だ
。

　
日
本
も
そ
の
議
論
に
積
極
的
に
関
わ

っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
盛
り
込
む
べ
き

サハラ以南アフリカ　　　開発途上地域　　　先進地域


